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一
般
質
問
　
浦
崎
み
ゆ
き 

議
員

問 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

が
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
制
度

の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
個
別
に
分

か
れ
て
い
た
相
談
窓
口
が
一
つ
に

な
り
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
ど
ん
な
相

談
に
も
対
応
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

南
部
地
域
で
は
泉
崎
の
グ
ッ
ジ
ョ

ブ
セ
ン
タ
ー
に
相
談
窓
口
が
開
設

さ
れ
て
い
る
。
町
内
で
の
相
談
窓

口
が
必
要
だ
と
思
う
が
本
町
の
対

応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

民
生
部
長 

県
よ
り
生
活
困
窮
者

の
早
期
発
見
・
把
握
、
一
時
窓
口

と
し
て
の
機
能
、
自
立
相
談
支
援

窓
口
と
の
つ
な
ぎ
役
を
依
頼
さ
れ

て
い
る
。
支
援
が
必
要
な
方
が
相

談
の
機
会
を
失
わ
な
い
よ
う
に
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

問 

町
民
に
制
度
を
ど
の
よ
う
に

知
ら
せ
る
か
。

民
生
部
長 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町

広
報
誌
、
想
定
さ
れ
る
関
係
機
関

と
連
携
し
相
談
に
つ
な
げ
る
。

問 

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
県
と

協
力
し
無
料
塾
等
を
行
っ
て
い
る
。

本
町
に
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
学

習
支
援
は
あ
る
か
。

こ
ど
も
課
長 

平
成
25
年
よ
り
準

要
保
護
の
児
童
を
対
象
に
学
習
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
進
捗
は

問 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

今
年
度
の
施
策
は
ど
う
か
。
ま
た

認
知
症
対
策
と
し
て
「
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
」
の
設
置
に
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
か
。

副
町
長 

健
康
づ
く
り
の
推
進
、

介
護
予
防
、
日
常
生
活
の
支
援
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
支
援

チ
ー
ム
は
準
備
を
進
め
て
い
る
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

問 

町
民
が
時
間
軸
に
沿
っ
て
防

災
行
動
計
画
を
す
る
「
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」
策
定
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長 

今
年
度
は
、
頻
繁
に

来
る
暴
風
等
に
つ
い
て
計
画
を
策

定
す
る
。
そ
の
後
、
順
次
で
き
る

限
り
早
く
策
定
し
て
い
き
た
い
。

生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
の

周
知
を
徹
底
せ
よ

答　

相
談
の
機
会
を
失
わ
な
い
よ
う
体
制
を
整
え
る

浦崎　みゆき 議員

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー

お
き
な
わ
（
旧
ろ
う
き
ん
本
店
）
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